
今回のトピック

年々、台風・豪雨災害による浸水被害が増えてきています。

また、台風の勢力も過去最大級を超えるなど、それによる被害の規模も大きくなっており、

火災保険による補償の重要性が増してきています。

しかし、大規模なエリアでの被災では、保険会社の対応も限界を超え、早急なお客様への

保険金のお支払いが困難になるケースも増えています。

これまで、災害による被害の確認は、保険会社しか行うことができませんでした。

しかし、このような状況を鑑み、ニュータスのような地域の中核代理店のみに、住居用建物

と家財の浸水被害について、被害事故の報告と一緒に被害の確認も行える制度が導入

されました。

お客様の声を直に届ける保険代理店として、更にお役に立てるようになりました。

事業継続計画（ＢＣＰ）とは

ニュータス防災通信

　　　BCP（事業継続計画）とは、企業が自然災害、大火災、
　　　テロ攻撃などの緊急事態に遭遇した場合において、事業
資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続、
あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき
活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などを
取り決めておく計画のことです。

その理由は、裏面をご覧ください。
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代理店による「浸水高確認」制度が導入されました！

住宅用の建物 ・ 家財の浸水高の確認を

直接ニュータスの担当営業が行い、保険

会社（三井住友海上）に報告します。

左の写真の様に、ニュータスの担当営業が

浸水被害の確認を行うことで、お客様への

一刻も早い保険金支払いを目指します。

ＮＥＷＴＵＳによる浸水高確認サービス



ニュータスの使命

大規模災害が起きた時、我々はこの使命をしっかりと果たす
ことができるのか？

2011年の東日本大震災後にボランティアとして訪れた地で、

全てを奪い去っていった自然の驚異を目の当たりにしました。

 大規模災害が発生した時には、私たち自身も被災している
ことが想定されます。
そんな時に、私たちが保険代理店としての使命を果たすには、
お客様よりも早く事業を再開し、お客様のために動ける体制を
整えることが必要になります。
ニュータスでは、「災害に強い保険代理店」として、東日本
大震災後のボランティア体験から学んだことを元に、事業
継続計画（ＢＣＰ）を設定しています。

このＢＣＰでは、災害時に社員の安全を確保して私たち自身の事業継続を確立すること。
素早い営業再開によって、お客様からのＳＯＳをいち早く受け取り、お客様へ安心をお届けすること。
また、私たちが活動をする地域社会の復興へ貢献することを定めています。

ニュータスの使命として、災害が起こった時に保険が持つ機能を最大限発揮し、お客様にとっての事業
継続と、地元に根ざした保険代理店として地域社会の復興に尽力していくことを宣言いたします。 

ニュータスは、万一の時に保険によって

    お客様を支え、助ける事が事業であると同時に、使命だと考えます。
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ＢＣＰによって、より安心できるお客様へのサービスを！

大災害に備えるために、お客様のリスクを一緒に考えます。
　（災害によるリスクに合わせた最新・定期的なご提案）
 
大災害後に、保険の支払いまでしっかりとお手伝いできます。
　（お客様サービス室の事故対応で、お客様のご負担を軽減）
 
各地拠点のネットワークで、お客様をしっかりとフォローします。
　（担当者がいなくてもお客様をフォローできる全社体制）
 
災害時にお客様と早期に連絡が取れる体制確立を目指します。
　（被災後の早期の営業再開）


